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兼
倶
と
吉
田
神
道
・
斎
場
所　
 

岡
田
莊
司

Yoshida
K

anetom
o

and
Yoshida

Shinto

 
        
      
       
              /Saijo

       
‐sho

   

　

中
世
後
期
、
吉
田
兼
倶
に
よ
り
吉
田
神
道
が
形
成
さ
れ
た
。
神
道
説
の
創
作
が
は
じ
ま
る
時
期
と

信
仰
施
設
で
あ
る
斎
場
所
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
文
明
元
年
・
二
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
神
道
説
と
斎
場
所
と
は
一
体
の
関
係
の
中
で
構
築
さ
れ
た
。
兼
倶
は
応
仁
以
前
ま
で
は
、
神
祇

官
の
卜
部
氏
の
立
場
で
、
宮
廷
内
の
神
祇
祭
祀
に
熱
心
で
あ
っ
た
が
、
応
仁
の
動
乱
に
よ
り
、
公

事
・
神
事
は
退
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
、
兼
倶
の
自
邸
と
吉
田
社
の
焼
失
、
さ
ら
に
殺
害
事
件

に
遭
遇
し
、
新
た
な
神
道
へ
の
理
解
に
歩
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

　

兼
倶
は
文
明
の
前
半
期
、
着
々
と
神
道
説
の
偽
作
と
秘
事
化
を
重
ね
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
の
久
保

田
収
・
西
田
長
男
の
研
究
に
よ
り
、
吉
田
神
道
の
成
立
は
文
明
年
間
の
初
期
で
あ
る
こ
と
が
確
実
に

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
用
い
ら
れ
た
史
料
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
論
議

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
と
く
に
『
日
本
紀
正
義
』
に
収
め
ら
れ
た
「
宗
源
神
道
誓
紙
」
は
吉
田
神
道

成
立
を
確
定
で
き
る
重
要
な
史
料
と
な
る
の
で
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
伝
授
書
と
と
も
に
そ
の
信
憑

性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
文
明
の
初
め
「
壮
年
」
と
な
っ
た
兼
倶
は
応
仁
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

「
誓
紙
」
を
書
く
こ
と
で
新
た
な
神
道
説
を
構
築
し
て
い
く
。「
誓
紙
」
は
兼
倶
自
身
に
向
け
た
意
志

の
確
認
で
あ
っ
た
。

　

神
道
説
の
形
成
と
と
も
に
、
斎
場
所
も
文
明
年
間
の
早
い
時
期
に
創
建
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
当
初

か
ら
祀
ら
れ
た
の
は
、
全
国
の
官
社
、
古
代
に
制
定
さ
れ
た
延
喜
式
内
社
三
千
余
の
神
々
で
あ
っ
た
。

兼
倶
は
偽
作
ま
で
し
て
、
こ
れ
を
公
的
文
書
に
よ
っ
て
確
認
を
得
た
。
公
家
社
会
を
も
欺
く
兼
倶
の

大
胆
な
行
動
が
み
ら
れ
る
。
斎
場
所
の
創
設
は
古
代
以
来
の
伝
統
祭
祀
の
終
焉
を
意
味
し
て
い
た
。

同
時
に
朝
廷
祭
祀
の
殆
ど
は
こ
こ
に
中
絶
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
度
々
の
公
家
社
会
を
も
欺
く
秘

事
の
創
成
を
経
て
、
文
明
後
半
期
以
降
、
兼
倶
の
吉
田
神
道
は
、
地
域
神
社
と
の
繋
が
り
を
深
め
、

神
社
界
の
棟
梁
と
し
て
「
神
道
長
上
」
家
の
地
位
を
確
定
し
て
い
っ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
吉
田
兼
倶
、
吉
田
神
道
、
斎
場
所
、『
日
本
紀
正
義
』、
偽
作

は
じ
め
に

笊
吉
田
神
道
成
立
以
前

笆『
日
本
紀
正
義
』と「
宗
源
神
道
誓
紙
」の
史
料
性
に
つ
い
て

笳
斎
場
所
の
創
設
と
吉
田
社

お
わ
り
に
―
偽
作
と
秘
事
の
真
意

﹇
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は
じ
め
に

　

古
代
以
降
、
不
文
の
律
、
不
文
の
法
と
さ
れ
て
き
た
天
皇
祭
祀
権
に
関
わ
る
事
項

が
大
き
く
変
容
し
て
い
っ
た
時
期
が
応
仁
・
文
明
年
間
の
十
五
世
紀
後
半
に
あ
た
る
。

と
く
に
吉
田
兼
倶
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
吉
田
神
道
（
宗
源
神
道
・
唯
一
神
道
）
は
、

卜
部
氏
に
伝
来
し
た
神
祇
知
識
を
基
礎
に
、
仏
教
・
儒
教
・
道
教
・
陰
陽
道
な
ど
を

取
り
込
み
、
秘
事
・
呪
術
に
覆
わ
れ
た
「
新
神
道
」
と
も
い
う
べ
き
神
道
の
祭
祀
と

思
想
の
体
系
を
構
築
し
、
古
代
以
来
の
朝
廷
祭
祀
の
枠
組
を
超
え
て
、
公
家
・
武
家

世
界
へ
浸
透
し
て
い
っ
�

　

吉
田
神
道
の
研
究
は
、
江
見
清
風
・
宮
地

�
に
は
じ
ま
る
。
と
く
に
、
形
成
期

に
つ
い
て
江
見
は
、
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
斎
場
所
太
元
宮
の
創
建
（
実
は
再

建
）
と
神
道
説
の
確
立
（『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
神
道
大
意
』
な
ど
）
を
も
っ
て
、

そ
の
成
立
と
し
た
。
江
見
の
信
仰
施
設
と
神
道
教
説
を
一
体
的
に
理
解
し
て
い
る
点

は
卓
見
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
久
保
田
収
・
西
田
長
男
・
萩
原
龍
夫
・
福
山

�

に
よ
っ
て
文
明
初
期
ま
で
そ
の
成
立
が
遡
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
出
村
勝

�

・
伊
藤
�

の
研
究
に
よ
っ
て
文
明
初
期
成
立
説
が
補
強
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
先
学
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
兼
倶
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
吉
田
神
道

と
斎
場
所
の
成
立
論
を
再
考
し
、
新
た
な
論
点
を
加
え
て
考
察
す
る
。

笊
吉
田
神
道
成
立
以
前

　

初
期
吉
田
神
道
の
形
成
に
つ
い
て
は
兼
倶
個
人
に
よ
る
発
想
と
強
い
個
性
に
基
づ

く
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
吉
田
神
道
成
立
以
前
、
文
明
年
間
以
前
に
お
け
る
兼
倶

の
動
向
は
神
祇
官
人
と
し
て
の
活
動
に
終
始
し
て
い
る
。

　

兼
倶
の
出
身
で
あ
る
卜
部
氏
は
神
祇
官
の
亀
卜
を
専
掌
と
し
、
神
祇
有
職
に
通
じ
、

神
道
古
典
を
家
学
と
し
て
成
長
し
た
。
卜
部
氏
は
二
流
に
分
れ
、
平
野
社
・
吉
田
社

（
１
）

た
。

（
２
）

直
一

（
３
）

敏
男

（
４
）

明
氏

（
５
）

聡
氏

の
社
司
と
な
り
、
そ
の
氏
長
者
は
、
神
祇
官
の
次
官
（
大
副
）
を
兼
ね
、
神
祇
の
家

職
を
継
承
し

�
南
北
朝
期
に
入
る
と
、
兼
倶
の
曽
祖
父
兼
熙
は
、
公
家
・
武
家
の

「
顧

�
に
預
か
り
、
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
公
卿
に
列
し
、
そ
の
地
位
の
向
上
が
み

ら
れ
た
。

　

永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
に
は
、
後
小
松
上
皇
崩
御
に
際
し
、
諒
闇
の
対
応
に
つ

い
て
協
議
が
決
ま
ら
ず
、
神
祇
伯
雅
業
王
、
祭
主
大
中
臣
清
忠
、
吉
田
神
主
兼
富

（
兼
倶
の
祖
父
）
の
三
名
の
私
宅
で
籤
を
引
い
た
。
吉
田
家
が
神
祇
の
三
家
の
内
の

一
家
に
認
定
さ
れ
て
い
�

　

兼
倶
は
、
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
兼
名
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
文
安
四
年

（
一
四
四
七
）
九
月
、
伊
勢
神
嘗
祭
幣
帛
使
「
従
五
位
上
行
神
祇
権
少
副
卜
部
朝
臣

兼
敏
」（
兼
敏
は
兼
倶
の
改
名
以

�
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
五
月
の
軒
廊
御
卜

で
は
、
父
兼
名
、
兄
兼
香
と
と
も
に
、
宮
主
の
職
で
奉
仕
し
て
い

�
同
年
十
二
月

に
も
、
吉
田
社
に
関
し
た
軒
廊
御
卜
の
儀
に
お
い
て
、
父
兼
名
の
後
ろ
を
通
過
す
る

際
、
礼
節
の
無
い
作
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
中
原
康
富
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
�

　

寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
八
月
の
石
清
水
放
生
会
に
際
し
て
、
将
軍
足
利
義
政
・

日
野
富
子
夫
妻
の
参
詣
に
つ
い
て
、「
御
台
御
着
帯
也
、
於
二

御
見
物
一

者
不
C

苦
之

間
、
吉
田
神
主
兼
敏
注
二

申
之
一

云

�
と
あ
る
。
兼
倶
と
義
政
夫
妻
と
の
親
密
な

関
係
が
構
築
さ
れ
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
同
年
十
一
月
二
十
三
日
若
公
（
義
尚
）
が

誕
生
す
る
。
義
尚
の
誕
生
は
、
母
日
野
富
子
に
よ
り
義
政
将
軍
後
継
の
野
望
が
生
ま

れ
、
応
仁
の
乱
の
原
因
と
も
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
十
二
月
、
後
土
御
門
天
皇
即
位
、
翌
年
（
文
正
元
年
）

十
二
月
十
八
日
大
嘗
会
が
執
り
行
わ
れ
た
。
中
世
末
期
の
中
絶
前
最
後
の
大
嘗
会
で

あ
っ
た
。
こ
の
執
行
に
卜
部
と
し
て
兼
倶
は
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
古
代
以
来
の

伝
統
に
則
っ
た
奉
仕
が
行
わ
れ
た
。

　

文
正
元
年
（
一
四
六
六
）、
大
嘗
会
に
先
立
つ
十
一
月
十
五
日
「
今
日
、
抜
穂
使

進
二

発
江
州
坂
田
郡
一

、
惣
行
事
兼
倶
朝
臣
乗
二

四
方
輿
一

、
御
使
兼
種
宿
禰
、
兼
照

宿
禰
等
騎
馬
云
々
、
任
二

永
徳
例
一

、
先
参
二

室
町
殿
一

云
々
、
直
下

�
と
、
兼
倶

（
６
）

た
。

（
７
）

問
」

（
８
）

る
。

（
９
）

前
）

（　

）
１０る
。

（　

）
１１る
。

（　

）
１２々
」

（　

）
１３向
」

国立歴史民俗博物館研究報告
第 157集　2010年 3月



197

は
「
惣
行
事
」
と
し
て
悠
紀
国
近
江
へ
抜
穂
使
と
し
て
下
向
、
兼
種
は
平
野
家
、
兼

照
は
吉
田
家
（
兼
倶
の
兄
弟
）
の
出
身
で
、
兼
倶
は
そ
の
統
括
に
当
た
り
、
世
相
困

難
な
折
に
、
大
嘗
会
を
無
事
終
え
、
神
祇
の
家
卜
部
氏
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が

あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
の
兼
倶
の
人
生
は
古
代
以
来
の
神
祇
祭
祀
の
正
統
な
継
承
者
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
兼
倶
は
正
四
位
上
（
文
明
四
年
、
従

三
位
に
昇
階
）・
神
祇
権
大
副
・
侍
従
で
あ
っ
た
。

　

応
仁
に
入
る
と
京
都
は
戦
乱
状
態
に
入
り
、
公
家
・
武
家
は
入
り
混
じ
り
、
動
乱

の
時
代
を
迎
え
た
。
応
仁
元
年
六
月
、
兼
倶
自
邸
で
あ
る
「
近
衛
町
ノ
吉
田
神
主
ノ

宅
」〔『
応
仁
記
』〕
に
強
盗
が
入
り
、
放
火
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
京
中
が
大
火

と
な
る
。
翌
応
仁
二
年
七
月
四
日
に
は
、
畠
山
・
大
内
・
一
色
ら
西
軍
の
軍
勢
が
火

を
放
ち
、
吉
田
社
が
焼
失
す
る
〔『
大
乗
院
日
記
目
録
』〕。
こ
の
時
、
吉
田
で
は
住
人

た
ち
が
「
吉
田
衆
十
余
人
被
C

打
」〔『
山
科
家
礼
記
』〕
と
殺
害
さ
れ
た
。
兼
倶
は
動

転
し
、「
昨
日
、
吉
田
神
主
逐
電
、
今
度
之
儀
、
余
失
二

面
目
一

之
由
候
と

�
と
、

そ
の
所
在
は
不
明
と
な
っ
た
が
、
二
日
後
「
吉
田
神
主
、
昨
朝
上
意
ニ
テ
、
召
被
C

返
候

�
と
あ
る
と
お
り
、
生
存
が
確
認
さ
れ
た
。
応
仁
の
動
乱
の
中
で
、
自
邸
と

先
祖
以
来
神
職
奉
仕
の
場
で
あ
っ
た
吉
田
社
と
を
失
い
、
相
当
の
衝
撃
を
受
け
た
様

子
が
窺
え
る
。

　

兼
倶
の
人
生
の
う
ち
、
応
仁
元
年
の
三
十
二
歳
ま
で
、
大
嘗
会
を
は
じ
め
、
神
祇

官
の
職
掌
に
従
事
し
て
き
た
日
々
は
、
社
会
的
環
境
は
厳
し
さ
が
増
し
つ
つ
も
、
一

応
順
調
に
推
移
し
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
れ
が
応
仁
動
乱
の
巻
き
添
え
に
遭
い
、
状

況
は
一
変
し
た
。
伊
藤
聡
氏
は
「
こ
の
過
去
か
ら
の
断
絶
が
寧
ろ
兼
倶
の
新
し
い
神

道
説
を
構
想
さ
せ
る
契
機
と
な
っ

�
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
の
ち
、
吉
田
神

道
が
立
ち
上
が
る
状
況
を
見
れ
ば
、
応
仁
以
前
と
文
明
以
後
と
で
は
、
兼
倶
の
行
動

に
違
い
が
見
ら
れ
、
こ
の
指
摘
は
、
よ
く
了
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

古
代
以
来
、
衰
微
し
な
が
ら
も
斎
行
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
主
要
な
律
令
祭
祀
の
、

祈
年
祭
（
応
仁
元
年
追
行
、
以
後
中
絶
）・
月
次
祭
（
応
仁
元
年
中
断
）・
新
嘗
祭

（
寛
正
四
年
斎
行
、
以
後
中
絶
）
の
諸
祭
と
、
平
安
祭
祀
制
の
二
十
二
社
奉
幣
（
宝

（　

）
１４て
」

（　

）
１５也
」

（　

）
１６た
」

徳
元
年
斎
行
、
以
後
中
絶
）
が
、
十
五
世
紀
中
後
期
を
境
に
中
絶
す
る
。

　

神
祇
祭
祀
を
担
当
す
る
役
職
に
あ
っ
た
神
祇
権
大
副
兼
倶
は
、
戦
乱
が
理
由
と
は

い
え
、
国
家
的
祭
祀
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
明
年
間
に
お
け
る

兼
倶
の
動
向
を
み
る
と
、
吉
田
神
道
成
立
に
向
け
て
の
諸
活
動
は
確
認
で
き
る
が
、

朝
廷
祭
祀
復
興
へ
の
意
欲
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
結
局
、
卜
部
の
作
法
で
あ
る
御
体
御

卜
を
伴
う
秘
事
と
連
動
し
た
祭
儀
で
あ
る
月
次
祭
・
神
今
食
と
中
世
朝
廷
祭
祀
の
核

と
も
な
っ
て
き
た
二
十
二
社
奉
幣
制
は
再
興
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
兼
倶
の
眼
前
で
終

焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

笆『
日
本
紀
正
義
』と「
宗
源
神
道
誓
紙
」の
史
料
性
に
つ
い
て

　

吉
田
神
道
の
成
立
、
神
道
説
伝
授
の
要
綱
を
確
認
で
き
る
初
見
は
、
久
保
田
収
が

昭
和
三
十
年
代
初
め
に
紹
介
さ
れ
た
北
野
天
満
宮
所
蔵
『
日
本
紀
正
義
』（
寛
永
十

七
年
書
写
、
冊
子
本
一
冊
）
で
あ
る
。
同
書
は
吉
田
家
に
伝
来
し
た
『
日
本
書
紀
神

代
巻
』
を
は
じ
め
諸
説
の
秘
伝
を
類
聚
し
た
も
の
で
、
そ
の
巻
末
に
は
文
明
二
年

（
一
四
七
〇
）
二
月
の
日
付
の
あ
る
「
宗
源
神
道
誓
紙
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
久

保
田
収
は
、「
宗
源
神
道
誓
紙
」
全
文
を
『
中
世
神
道
の
研
究
』
に
収
録
し
、
以
後

の
吉
田
神
道
研
究
の
基
礎
史
料
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
『
日
本
紀
正
義
』
に

関
す
る
史
料
性
の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
、
久
保
田
収
は
『
日
本
紀
正

義
』
全
体
の
考
察
に
及
ば
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
史
料
の
重
要
性
を
考
え
る
と
不
審

で
あ
る
。
こ
こ
に
北
野
天
満
宮
の
ご
好
意
を
頂
き
、
原
本
と
照
合
す
る
機
会
を
得
た

の
で
、
以
下
、
検
証
を
試
み
た
い
。

　

北
野
天
満
宮
所
蔵
『
日
本
紀
正
義
』
は
、
そ
の
類
本
は
な
く
、
近
世
初
期
の
吉
田

神
道
秘
伝
の
伝
来
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
以
下
九
種
の
秘
伝
類
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

①
「
高
天
原
正
義
」（
万
寿
元
年
〜
文
明
七
年
伝
授
記
）「
西
山
云
」「
羅
浮
子

云
」
の
追
記
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②
「
素
鵝
神
詠
正
義
」（
文
明
八
年
〜
文
禄
三
年
伝
授
記
）「
西
山
云
」
の
追
記

③
「
三
種
神
器
正
義
」（
文
明
八
年
〜
文
禄
三
年
伝
授
記
）「
西
山
ノ
云
」の
追
記

④
「
天
津
神
籬
正
義
」（
万
寿
元
年
〜
文
明
七
年
伝
授
記
）「
西
山
ノ
云
」「
羅

浮
子
云
」
の
追
記

⑤
「
外
清
浄
内
清
浄
直
决
」（
文
明
二
年
記
）「
西
山
云
」
の
追
記
、
寛
永
三
年

以
下
の
奥
書

⑥
「
幣
」

⑦
「
麻
」

⑧
「
奉
幣
式
法
」

⑨
「
宗
源
神
道
誓
紙
」（
文
明
二
年
記
）

　

右
記
に
掲
げ
た
①
〜
⑤
ま
で
が
秘
伝
書
に
あ
た
り
、
各
伝
書
の
末
に
「
西
山
」、

①
④
に
は
「
西
山
」
と
「
羅
浮
子
」
の
追
記
が
あ
る
。「
西
山
」
は
京
都
西
山
に
隠

棲
し
た
木
下
長
嘯
子
（
若
狭
小
浜
藩
主
木
下
勝
俊
、
西
山
樵
翁
）
の
こ
と
、「
羅
浮

子
」
は
幕
府
の
儒
者
林
羅
山
の
号
で
あ
り
、
木
下
長
嘯
子
・
林
羅
山
の
注
記
が
見
え

る
。
そ
の
文
中
に
は
林
羅
山
の
師
で
あ
り
、
木
下
長
嘯
子
と
親
交
の
深
か
っ
た
藤
原

惺
窩
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。
①
〜
⑤
ま
で
の
秘
伝
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
⑤
の

追
記
に
つ
づ
い
て
、
次
に
そ
の
伝
来
の
過
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。

西
山
云
、
吾
聞
之
惺
窩
、
外
清
浄
外
形
也
、
以
清
浄
其
形
也
、（
以
下
略
）

寛
永
三
年
丙
寅
夏
六
月
、
西
山
陰
夫
期
遠
子

寛
永
三
年
、
尾
州
亜
相
、
西
山
先
生
ヲ
招
テ
、
神
書
ノ
奥
秘
ヲ
問
ヒ
正
義
ヲ
伝

授
ス
、
同
七
年
春
、
予
先
生
ニ
従
テ
日
本
紀
ヲ
聞
テ
、
此
正
義
ヲ
謄
写
ス
、
同

十
五
年
武
江
ニ
テ
羅
浮
先
生
・
吾
藤
牧
君
ノ
招
ニ
テ
日
本
紀
ヲ
講
シ
、
又
正
義

ヲ
伝
フ
、
予
席
ニ
侍
リ
テ
考
合
ス
、

 
寛
永
庚
辰
孟
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峩
山
子

　

右
に
よ
れ
ば
、
吉
田
神
道
の
伝
授
書
は
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
木
下
長
嘯
子

（
西
山
）
に
伝
来
し
、
こ
れ
に
注
記
を
加
え
た
。
同
年
尾
張
藩
徳
川
義
直
は
木
下
長

嘯
子
を
招
き
「
日
本
紀
正
義
」
の
伝
授
を
受
け
る
。
同
七
年
（
一
六
三
〇
）
木
下
長

嘯
子
に
招
か
れ
た
「
予
」（
和
田
静
観
窩
）
は
そ
の
伝
授
を
受
け
、
こ
れ
を
謄
写
し

た
。
同
十
五
年
、
江
戸
に
お
い
て
林
羅
山
が
講
義
し
、
こ
れ
に
「
予
」
が
「
考
合
」

を
加
え
た
と
い
う
。
こ
の
後
、
寛
永
庚
辰
（
十
七
年
）
に
「
峩
山
子
」
と
あ
る
和
田

静
観
窩
（
峩
山
山
人
、
慵
々
子
）
が
同
書
を
書
写
し
た
。

　

本
書
は
寛
永
十
七
年
、
和
田
静
観
窩
書
写
の
伝
来
本
で
あ
る
が
、
吉
田
神
道
か
ら

木
下
長
嘯
子
へ
至
る
伝
来
過
程
は
、
②
③
の
奥
書
に
よ
る
と
、「
兼
倶
累
家
之
正
義
」

を
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
清
原
兼
満
（
こ
の
時
、
吉
田
か
ら
清
原
家
へ
養
子
に
出

さ
れ
て
い
た
）
が
伝
授
し
、
大
永
元
年
・
六
年
、
清
原
宣
賢
が
、
ま
た
文
禄
三
年

（
一
五
九
四
）
清
原
国
賢
が
伝
授
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
清
原
家
か
ら
伝
来
し
て
お

り
、
清
原
国
賢
か
ら
木
下
勝
俊
に
直
接
伝
授
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
が
吉
田

家
か
ら
清
原
家
へ
の
伝
来
過
程
で
伝
授
書
が
偽
作
・
改
竄
さ
れ
た
可
能
性
は
低
く
、

そ
の
殆
ど
（
①
〜
⑤
と
⑨
）
は
、
兼
倶
の
伝
授
書
で
あ
る
と
確
定
し
て
よ
い
。
同
書

に
載
せ
ら
れ
た
秘
伝
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
日
本
紀
」「
古
事
記
」「
旧
事
紀
」

の
神
道
古
典
を
引
用
し
た
諸
伝
を
中
心
に
集
成
し
た
も
の
で
、
吉
田
神
道
独
特
の
秘

説
の
色
は
薄
い
。
こ
の
点
で
も
吉
田
神
道
初
期
の
秘
伝
書
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。

　

①
〜
⑤
に
記
載
さ
れ
て
い
る
伝
授
記
に
つ
い
て
、
①
④
の
奥
書
に
見
え
る
文
明
以

前
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
そ
の
信
憑
性
は
疑
わ
し
い
が
、
以
下
の
文
明
年
間
の

伝
授
に
つ
い
て
は
信
用
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

①
「
文
明
元
年
三
月
二
十
七
日
、
以
二

正
義
一

所
二

伝
授
一

也
、

神
祇
権
大
副
卜
部
兼
倶　

　
　

文
明
七
年
正
月
十
二
日
、
伝
授
了
、　
　
　
　
　
　

神
祇
権
少
副
卜
部
兼
致
」

②
「
文
明
八
年
丙
申
正
月
初
五
、
以
二

累
家
之
秘
説
一

、
附
二

属
男
兼
致
一

了
、
深

蔵
二

亟
底
一

敢
勿
C

許
二

他
見
一

矣
、

神
祇
管
領
勾
当
長
上
従
二
位
行
侍
従
臣
卜
部
朝
臣
兼
倶
」

③
「
文
明
八
年
丙
申
正
月
初
五
、
以
二

累
家
之
秘
説
一

、
附
二

属
男
兼
致
一

畢
、
深

蔵
二

亟
底
一

敢
莫
C

許
二

外
見
一

矣
、
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神
祇
管
領
勾
当
長
上
従
二
位
行
侍 
従
臣
卜 
部
朝
臣
兼
倶
」

（
マ
マ
）

④　
　
「
文
明
元
年
三
月
二
十
七
日
、
以
二

正
義
一

所
二

伝
授
一

也
、

神
祇
権
大
副
卜
部
兼
倶　

　
　
　
　
文
明
七
年
正
月
十
二
日
、
伝
授
畢
、　
　
　
　

神
祇
権
少
副
卜
部
兼
致
」

⑤　
　
「
文
明
二
年
二
月
十
三
日正

四
位
上
行
神
祇
権
大
副
兼
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
倶
」

⑨　
　
「
文
明
二
年
二
月
十
三
日正

四
位
上
行
神
祇
権
大
副
兼
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
倶
」

　　

右
の
伝
授
の
奥
書
に
見
え
る
兼
倶
の
官
位
は
、
①
④
⑤
⑨
と
も
齟
齬
は
な
い
。
と

く
に
⑤
⑨
は
官
位
の
正
四
位
上
・
神
祇
権
大
副
・
侍
従
を
書
き
記
し
て
い
る
。
兼
倶

は
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
以
前
ま
で
、
公
的
官
位
を
書
き
記
し
た
。

　

兼
倶
が
吉
田
神
道
の
宗
家
で
あ
る
こ
と
を
自
称
す
る
「
神
祇
長
上
」「
神
道
長
上
」

を
名
乗
る
確
実
な
初
見
は
、『
親
長
卿
記
』
文
明
八
年
八
月
十
三
日
の
賀
茂
社
神
体

勘
申
文
書
に
見
え
る
「
神
道
長
上
従
三
位
卜
部
朝
臣
兼
倶
」
の
署
記
で
あ
る
。
以
後
、

神
道
説
の
秘
伝
に
は
、
文
明
十
年
「
神
道
長
上
」（「
祓
八
ヶ
大
事
」）、
文
明
十
二
年

「
神
祇
長
上
」（「
相
承
秘
抄
」）、
文
明
十
七
年
「
神
祇
管
領
勾
当
」（「
神
拝
作
法
六

根
清
浄
太
神
宣
」）
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
切
紙
伝
授
に
は
公
的
官
職
名

は
署
記
せ
ず
、「
神
道
長
上
」「
神
祇
長
上
」
が
吉
田
家
当
主
の
正
式
地
位
を
表
わ
す

呼
称
と
し
て
公
認
さ
れ
た
。

　

②
③
は
文
明
八
年
正
月
、「
神
祇
管
領
勾
当
長
上
従
二
位
行
侍
従
臣
卜
部
朝
臣
兼

倶
」
と
あ
る
。
確
実
な
文
明
八
年
八
月
の
「
神
道
長
上
」
よ
り
、
さ
ら
に
遡
る
「
神

祇
管
領
勾
当
長
上
」
の
称
で
あ
る
が
、
そ
の
位
階
が
、「
従
二
位
」
と
あ
る
の
は
兼

倶
の
最
終
位
階
で
あ
り
、
文
明
四
年
十
月
か
ら
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

「
従
三
位
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
伝
授
の
官
位
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
り
、

誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
伝
授
の
中
味
、
そ
の
史
料
性
に
つ
い
て
は
信
頼
を
置
い

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

⑤
「
外
清
浄
・
内
清
浄
直
决
」
と
⑨
「
宗
源
神
道
誓
紙
」
と
は
、
兼
倶
署
記
の
日

付
が
同
日
で
あ
り
、
そ
の
信
憑
性
が
増
せ
ば
、
他
の
伝
授
書
の
信
憑
性
も
高
ま
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
本
文
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　

外
清
浄
・
内
清
浄
直
决

外
清
浄
者
定
二

神
事
当
日
一

、
其
前
後
之
間
精
進
潔
斎
、
是
云
二

前
後
散
斎
一

、

外
清
浄
道
場
、
是
云
二

斎
庭
一

、
又
云
二

外
場
一

、
外
清
浄
之
行
儀
是
也
、

内
清
浄
者
神
事
正
当
日
、
如
二

格
式
文
一

守
二

六
色
禁
法
一

、
一
心
不
乱
而
随
二

神
事
一

、
是
云
二

致
斎
一

、
内
清
浄
道
場
、
是
云
二

斎
場
一

也
、
又
云
二

内
場
一

、

内
清
浄
之
行
儀
是
也
、

　
　

文
明
二
年
二
月
十
三
日正

四
位
上
行
神
祇
権
大
副
兼
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
倶

　　

⑤
「
外
清
浄
・
内
清
浄
直
决
」
は
、
の
ち
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
に
収
録
さ
れ

る
内
清
浄
・
外
清
浄
、
散
斎
・
致
斎
の
問
答
の
基
本
が
既
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

①
「
高
天
原
正
義
」
の
冒
頭
に
見
え
る
「
高
天
原
之
三
字
者
、
神
明
之
直
語
、
一
気

発
動
之
初
言
也
」
は
、『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
に
引
か
れ
て
お
り
、
文
明
年
間
初

期
に
お
け
る
吉
田
神
道
形
成
を
知
る
上
で
貴
重
な
伝
授
書
と
い
え
る
。

　

次
に
久
保
田
収
が
紹
介
さ
れ
た
⑨
「
宗
源
神
道
誓
紙
」
翻
刻
を
収
め
る
（
久
保
田

著
書
「
宗
源
神
道
誓
紙
」
に
あ
る
誤
字
・
脱
字
六
ケ
所
は
、
北
野
天
満
宮
蔵
本
に
基

づ
き
、
こ
れ
を
訂
正
し
�

。

　
　
　
　
　

宗
源
神
道
誓
紙

一
、
宗
源
神
道
者
、
卜
部
正
統
之
伝
授
也
、
口
决
切
紙
之
正
義
、
曾
不
C

可
二

他
伝
一

事
、

右
、
子
孫
者
、
既
当
二

於
其
人
一

、
自
二

壮
年
一

殊
可
二

練
習
一

者
也
、
至
二

他
人
一

者
、
究
二

機
之
実
否
一

、
測
二

志
之
同
異
一

、
可
C

有
二

許
容
一

者
乎
、

（　

）
１７た
）
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一
、
諸
社
祠
官
神
主
不
C

可
二

伝
授
一

事
、

右
、
深
極
二

本
社
之
縁
起
一

、
専
守
二

内
外
之
式
法
一

、
至
二

其
行
跡
分
明
之
輩
一

者
、
非
二

制
止
之
限
一

者
乎
、

一
、
於
二

僧
侶
一

者
、
全
不
C

可
二

相
伝
一

事
、

右
、
顕
密
二
宗
殊
行
二

神
道
一

、
両
部
習
合
神
道
是
也
、
非
二

吾
国
開
闢
宗
源
神

道
一

也
、
雖
C

為
下

極
二

自
宗
之
奥
蔵
一

守
二

法
中
之
戒
律
一

之
沙
門
上

、
全
不
C

可

二

伝
授
一

者
也
、

一
、
神
道
伝
授
時
物
忌
事
、

右
、
死
穢
者
三
十
日
、
以
二

一
月
循
環
之
数
一

也
、
着
服
者
有
二

軽
重
一

、
以
二

五
等
之
親
一

也
、
忌
二

死
穢
一

者
、
神
代
之
遺
法
也
、
着
服
者
、
礼
儀
以
来
之
法

令
也
、
故
宗
源
神
道
伝
授
時
、
忌
C

穢
不
C

忌
C

服
者
也
、

一
、
不
C

懸
二

木
綿
一

而
不
C

可
C

詣
二

神
社
一

事
、

右
、
木
綿
者
、
日
蔭
糸
准
C

之
、
斎
服
者
、
大
忌
・
小
忌
之
通
称
也
、
雖
C

不
C

着
二

身
服
一

、
懸
二

木
綿
一

則
斎
服
也
、
神
宣
曰
、
不
C

懸
二

木
綿
一

者
、
天
如
C

無

二

日
月
一

、
地
如
C

不
C

載
二

万
物
一

也
、

右
、
五
条
堅
相
守
而
可
C

受
二

口
决
切
紙
一

者
也
、
慎
而
莫
C

忽
C

之
、

　
　
　
　

文
明
二
年
二
月
十
三
日

正
四
位
上
行
神
祇
権
大
副
兼
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
倶　
　
　
　

　

既
に
久
保
田
収
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
兼
倶
自
筆
本
『
唯
一

神
道
名
法
要
集
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
唯
一
神
道
制
戒
」
八
ヶ
条
の
内
、
前
半
の

五
ケ
条
は
「
宗
源
神
道
誓
紙
」
の
内
容
に
類
似
し
て
い
る
。
兼
倶
は
吉
田
神
道
初
期

の
段
階
で
は
、
卜
部
流
唯
一
相
承
の
神
道
を
「
唯
一
神
道
」
と
は
言
わ
ず
「
宗
源
神

道
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
僧
侶
へ
の
伝
授
に
つ
い
て
、「
一
、

於
二

僧
侶
一

者
、
全
不
C

可
二

相
伝
一

事
」
が
「
唯
一
神
道
制
戒
」
に
な
る
と
、「
一
、

於
二

僧
侶
一

者
、
輙
不
C

可
二

相
伝
一

事
」
に
改
め
ら
れ
、
諸
社
祠
官
神
主
の
条
項
と

同
じ
く
「
非
二

制
止
之
限
一

者
乎
」
と
の
文
句
を
入
れ
て
僧
侶
へ
の
伝
授
を
緩
和
し

て
い
る
。
こ
れ
は
禅
僧
を
中
心
に
僧
侶
の
関
心
が
深
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
対
応

し
、
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。「
宗
源
神
道
誓
紙
」
と
「
唯
一
神
道
制
戒
」
の
比
較

に
よ
っ
て
、
前
者
が
後
者
に
先
行
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
は
確
定
的
で
あ
る
。

　

文
明
二
年
、
兼
倶
は
三
十
六
歳
。「
宗
源
神
道
誓
紙
」
第
一
条
に
あ
る
「
卜
部
正

統
之
伝
授
」
を
す
べ
き
第
一
の
人
物
は
兼
倶
自
身
で
あ
り
、「
子
孫
者
、
既
当
二

於

其
人
一

、
自
二

壮
年
一

殊
可
二

練
習
一

者
也
」
の
条
項
は
、
兼
倶
自
身
が
壮
年
の
域
に

入
り
、
強
く
神
道
説
伝
授
を
意
識
し
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
新
た
に
神
道
説
を
創
作
し

て
い
く
に
あ
た
り
、
自
身
の
神
道
説
を
「
宗
源
神
道
」
と
称
え
、「
誓
紙
」
を
記
し

て
そ
の
創
設
を
誓
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
に
、
吉
田
神
道
成
立
の
出
発
点
と
な

る
記
念
す
べ
き
「
誓
紙
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

右
に
記
さ
れ
た
「
口
决
切
紙
」
伝
授
の
具
体
例
は
、
天
理
図
書
館
所
蔵
「
相
承
秘

�

に
収
録
さ
れ
、
兼
雄
に
よ
り
兼
倶
自
筆
と
鑑
せ
ら
れ
て
い
る
。
西
田

�
に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）〜
五
年
、
秘
伝
書
案
文
の
翻
刻
は
、

初
期
吉
田
神
道
成
立
の
事
例
と
し
て
重
要
な
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
）
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
十
二
月
二
十
六
日
〔「
相
承
秘
抄
」
裏
書
〕

　
　
「
神
祇
権
大
副
兼
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
倶
」
↓
「
伯
二
位
資
益
王
」
宛
（
解
除
呪

文
・
重
位
口
決
）

（
二
）
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
五
月　

日
〔「
相
承
秘
抄
」〕

　
　
「
神
祇
権
大
副
兼
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
倶
」
↓
「
勘
解
由
小
路
前
中
納
言
清
」（
海

住
山
高
清
）
宛
（
解
除
呪
文
・
重
位
口
決
）

（
三
）
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
六
月
八
日
〔「
相
承
秘
抄
」
裏
書
〕

　
　
「
正
四
位
上
行
神
祇
権
大
副
兼
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
倶
」
↓
「
二
条
大
閤
」（
前
関

白
二
条
持
通
）
宛
（
解
除
呪
文
・
重
位
口
決
）

（
四
）
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
八
月
一
日
〔「
相
承
秘
抄
」（
二
）
の
秘
伝
と
同
様

の
形
式
〕

　
　
（
兼
倶
）
↓
「
柳
原
大
納
言
資
綱
卿
」
宛
（
解
除
呪
文
・
重
位
口
決
）

（
五
） 
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
正
月
二
十
四
日
〔「
相
承
秘
抄
」
裏
書
（
一
）
の
秘

（　

）
１８抄
」

（　

）
１９
長
男
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伝
と
同
様
の
形
式
〕

　
　
（
兼
倶
）
↓
「
白
河
民
部
卿
忠
富
」
宛
（
解
除
呪
文
・
重
位
口
決
）

（
六
）
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
正
月
二
十
四
日
〔「
相
承
秘
抄
」〕

　
　
「
従
三
位
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
倶
」
↓
「
白
河
戸
部
」（
忠
富
）
宛
（
六
神
秘
決
・

沐
浴
口
決
）

　

以
上
の
伝
授
の
受
者
は
、
前
関
白
二
条
持
通
・
権
大
納
言
柳
原
資
綱
・
前
権
中
納

言
海
住
山
高
清
・
神
祇
伯
資
益
王
・
民
部
卿
白
川
忠
富
ら
、
公
家
の
人
々
を
対
象
と

し
て
い
た
。
兼
倶
は
当
初
、
神
主
・
僧
侶
へ
の
伝
授
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。「
宗
源
神
道
誓
紙
」
の
第
二
・
第
三
条
に
は
、
伝
授
を
制
限
す
る
趣
旨
が
盛

ら
れ
て
い
る
。
神
社
と
神
職
へ
の
対
応
、
と
く
に
宗
源
宣
旨
の
発
行
は
、
文
明
十
四

年
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
兼
倶
は
専
ら
公
家
社
会
に
ど
の
よ
う
に
地
歩
を
築
い
て
い

く
か
に
関
心
が
あ
っ
た
と
い
え
�

　

こ
の
七
通
の
伝
授
に
加
え
て
、「
九
神
沐
浴
」
の
伝
授
一
通
が
あ
る
。

（
七
）
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
四
月
一
日
〔「
身
曾
喜
大
�

　
「
従
二
位
卜
部
朝
臣
兼
倶
」（
従
三
位
の
誤
り
か
）
↓
「
伯
二
品
」（
資
益
王
）
宛

（
九
神
沐
浴
）

　

以
上
に
よ
っ
て
、「
解
除
」（
祓
）
に
関
す
る
呪
文
の
秘
伝
が
、
文
明
の
初
期
に
は

成
立
し
て
お
り
、
吉
田
神
道
独
自
の
偽
作
の
経
典
も
揃
い
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と

を
証
明
し
た
の
が
出
村
勝

�
で
あ
っ
た
。
出
村
氏
は
天
理
図
書
館
所
蔵
、
吉
田
文

庫
「
神
明
三
元
五
大
伝
神
妙
経
」
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
奥
書
に
「
自
二

文
明
五
年
九

月
五
日
一

毎
日
百
巻
奉
C

読
二

誦
之
一

、
至
二

明
応
二
年
十
一
月
廿
一
日
一

不
退
勤
行
之
、

已
上
廿
一
ヶ
年
之
間
、
及
二

百
万
巻
一

者
也
、
毎
日
亦
百
巻
余
読
了
、
忽
及
度
々
蒙

感
応
之
□
□
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
経
の
読
誦
が
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
九

月
に
は
開
始
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
前
に
「
神
明
三
元
五
大
伝
神
妙
経
」
が
成
立
し

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

本
経
の
冒
頭
は
、「
妙
哉
是
吾
国
常
立
尊
、
亦
曰
二

天
御
中
主
尊
一

、
是
則
為
二

空

虚
神
霊
一

、
無
名
之
名
、
無
相
之
相
、
故
亦
曰
二

太
元
尊
神
一

」
と
あ
る
。
吉
田
神
道

（　

）
２０る
。

（　

）
２１事
」〕

（　

）
２２
明
氏

の
中
心
霊
場
で
あ
る
斎
場
所
太
元
宮
の
主
祭
神
・
太
元
尊
神
に
関
す
る
説
明
は
、
当

初
の
神
道
説
成
立
時
か
ら
伊
勢
神
道
の
『
神
皇
実
録
』
を
引
き
継
い
だ
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
文
明
五
年
ま
で
に
は
主
要
な
事
項
は
出
揃
う
こ
と
に
な
る
。

笳
斎
場
所
の
創
設
と
吉
田
社

　

応
仁
の
兼
倶
自
邸
焼
失
と
吉
田
社
の
焼
失
お
よ
び
殺
害
事
件
と
の
遭
遇
は
、
こ
れ

を
克
服
す
る
活
力
と
し
て
秘
事
と
呪
術
に
覆
わ
れ
た
吉
田
神
道
創
始
の
原
動
力
と

な
っ
た
。
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
頃
ま
で
に
『
日
本
紀
正
義
』
所
収
の
主
な
伝
授

書
が
成
立
、
神
道
説
の
基
本
は
完
成
し
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
の
関
係
を
も
つ
信
仰
施

設
の
斎
場
所
が
、
こ
の
頃
創
建
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

吉
田
神
道
の
成
立
を
確
認
す
る
方
法
と
し
て
、
神
道
説
・
秘
伝
の
形
成
と
そ
の
信

仰
的
施
設
の
創
建
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
斎
場
所
の
初
見
と
さ
れ
る
の
が
、
渡
辺
世

驢
・
萩
原
龍
夫
・
伊
藤
聡
氏
が
紹
介
さ
れ
た
文
明
二
年
十
月
十
四
日
、「
諏
訪
上
社
並

社
家
文
書
」
で
あ
�

　

将
軍
足
利
義
政
は
兵
乱
鎮
定
を
信
濃
国
諏
訪
社
に
祈
願
し
た
。
そ
の
祈
願
文
（
祝

詞
）
の
冒
頭
は
、
次
の
文
が
奏
上
さ
れ
た
。

掛
毛
畏
幾
諏
方
大
明
神
乃
広
前
尓
、
征
夷
大
将
軍
准
三
后
従
一
位
源
朝
臣
義
政
、

恐
美
恐
美
毛
申
事
乃
由
波
、
頻
年
与
利
反
逆
九
重
仁
起
利
、
兵
乱
四
海
尓
及
天
、
上
下

驚
恐 
�

 
愁
歎
須
、

　

祈
願
文
の
文
中
末
に
は
、「
正
四
位
上
行
神
祇
権
大
副
兼
弾
正
大
弼
侍
従
卜
部
朝

臣
兼
倶
仁
仰
天
、
於
二

神
祇
官
斎
場
所
一

令
二

啓
白
一

者
奈
利
、
此
状
於
大
神
乃
平
介
久
安
介

久
聞
食
天
、
求
願
一
一
仁
成
就
之
、
殊
尓
波
、
愚
息
寿
命
長
遠
、
除
病
息
災
之
天
、
夜
乃

守
日
乃
守
尓
護
幸
陪
、
仍
啓
白
如
C

件
」
と
あ
る
。
諏
訪
社
に
捧
げ
た
祈
願
文
に
よ
る

と
、
同
社
へ
の
祈
願
の
ほ
か
に
、
義
政
の
命
を
受
け
た
兼
倶
に
よ
り
「
神
祇
官
斎
場

所
」
に
お
い
て
祈
祷
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
祈
願
文
に
類
似
し
た
祝
詞
文
が
、

そ
の
二
年
後
の
文
明
四
年
七
月
十
一
日
、
攝
津
国
多
田
院
鳴
動
を
鎮
め
る
た
め
、
将

（　

）
２３る
。

［吉田兼倶と吉田神道・斎場所］……岡田莊司
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軍
義
政
は
多
田
院
廟
に
使
を
遣
わ
し
、
祈
願
文
を
捧
げ

�
こ
こ
に
も
「
正
四
位
上

行
神
祇
権
大
副
兼
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
倶
仁
仰
天
、
神
祇
濃
斎
場
仁
於
天
、
所
C

令
二

啓
白

一
奈
理
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
辞
別
天
申
久
、
愚
息
寿
命
長
遠
、
除
病
息
災
乃
為
尓
別
天

霊
剣
乎
奉
献
者
奈
利
」
と
あ
る
。
二
通
の
祈
願
文
に
は
、
共
通
し
て
「
愚
息
」
足
利

義
尚
の
延
命
祈
願
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
母
日
野
富
子
の
意
向
が
強
く
反

映
し
て
い
る
。
二
通
の
祈
願
文
の
原
文
作
成
者
は
祈
祷
を
担
当
し
た
吉
田
兼
倶
で
あ

る
と
断
定
し
て
よ
い
。

　

二
通
の
祈
願
文
に
記
さ
れ
た
「
神
祇
官
斎
場
所
」
と
「
神
祇
濃
斎
場
」
と
は
、
同

じ
場
所
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
斎
場
所
」「
斎
場
」
が
乱
後
に
お
い
て
、
武
家

（
将
軍
家
）
祈
祷
所
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
吉
田
神
道
形
成
に
際
し
て
、
公
家
と

と
も
に
武
家
（
将
軍
家
）
が
重
要
な
擁
護
者
で
あ
っ
た
。

　
『
日
本
紀
正
義
』
所
収
の
秘
伝
書
は
、
①
④
は
文
明
元
年
三
月
、
⑤
⑨
は
文
明
二

年
二
月
に
伝
授
さ
れ
、
同
二
年
十
月
に
、
斎
場
所
の
存
在
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
、

文
明
二
・
三
年
の
頃
は
、
兼
倶
私
邸
（
左
京
室
町
、
室
町
殿
〈
将
軍
義
尚
御
所
〉
の

南
方
、
武
者
小
路
室
町
付
近
）
に
小
規
模
の
斎
場
所
が
完
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ

う
。
斎
場
所
の
存
在
が
大
き
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
文
明
五
年
、
そ
の
確

実
な
初
見
は
、
同
年
五
月
一
日
「
吉
田
三
位
兼
倶
卿
来
、
斎
場
所
事
申
入
、
被
C

成

C

下
二

勅
裁
一

、
自
然
可
C

得
二

其
意
一

云
々
、
以
二

幽
玄
之
例
一

申
入

�
の
記
述
で
あ

る
。
兼
倶
は
甘
露
寺
親
長
を
訪
ね
、
こ
の
日
以
前
に
下
さ
れ
て
い
た
斎
場
所
の
「
勅

裁
」
に
関
し
て
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　

伊
藤

�
は
「
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記

�
の
新
史
料
を
提
示
し
て
、
斎
場
所

「
勅
裁
」
に
直
結
す
る
一
連
の
文
書
八
通
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
内
、〔
一
〕
は
斎
場

所
の
「
勅
裁
」
に
あ
た
る
綸
旨
、〔
二
〕〔
三
〕
は
、
今
回
の
「
勅
裁
」
発
給
に
あ
た

り
先
例
と
さ
れ
た
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）・
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
の
綸
旨
、

〔
四
〕「
太
閤
御
書
」、〔
五
〕「
二
条
太
閤
御
書
」
の
二
通
は
、〔
一
〕
文
明
五
年
四
月

「
勅
裁
」
綸
旨
発
給
の
直
接
の
要
因
と
さ
れ
た
前
関
白
二
条
持
通
文
書
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

（　

）
２４た
。

（　

）
２５歟
」

（　

）
２６
聡
氏

（　

）
２７録
」

〔
一
〕
日
本
最
上
神
祇
斎
場
者
、
天
神
地
祇
八
百
万
神
、
六
十
余
州
三
千
一
百
卅
二

神
、
毎
日
降
臨
之
霊
場
也
、
長
日
神
斎
料
事
、
任
二

嘉
暦
・
々
応
之
嘉
躅
一

、

以
二

万
雑
一
芸
一
役
一

、
宜
下

専
二

神
用
之
興
行
一

、
被
上

全
二

礼
奠
之
来
歴
一

者
、

　
　

文
明
五
年
四
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
中
弁　

判

謹
々
上　

侍
従
三
位
殿

〔
二
〕
日
本
最
上
神
祇
斎
場
者
、
天
神
地
祇
八
百
万
神
、
六
十
余
州
三
千
一
百
三
十

二
神
、
毎
日
降
臨
之
霊
場
也
、
長
日
神
斎
料
事
、
任
二

先
例
一

、
以
二

万
雑
一

芸
一
役
一

、
全
神
用
可
C

被
C

専
二

礼
奠
一

者
、

　
　

嘉
暦
二
年
十
月
十
六
日　
　
　
　

左
中
将　

判　
「
俊
氏
」

　

下
野
権
守
殿　
「
神
道
長
兼
豊
」

〔
三
〕
斎
場
所
長
日
神
斎
料
事
、
万
雑
一
芸
一
役
古
来
京
中
平
均
之
所
課
也
、
然
近

日
感
神
院
宮
司
等
、
或
号
二

神
人
一

、
或
称
二

敷
地
一

、
為
二

宮
寺
一

、
可
二

自
専

一

云
々
、
不
道
之
至
也
、
向
後
不
C

除
二

諸
社
神
領
一

、
不
C

謂
二

諸
神
宮
一

、
全

平
均
之
執
務
、
可
C

被
C

専
二

神
斎
一

之
旨
、
御
気
色
之
所
也
、
仍
状
如
C

件
、

　
　

暦
応
元
年
後
七
月
八
日　
　
　
　

権
中
納
言　

判　
「
資
明
卿
」

冷
泉
大
副
殿

〔
四
〕「
太
閤
御
書
」

神
祇
官
解
伏  
、

     

兼
倶
卿
内
々
進
覧
候
之
間
、
加
二

一
見
一

畢
、
斎
場
事
誠
天
地

（
状
）

諸
神
降
臨
之
霊
場
候
、
殊
更　

王
道
開
基
之
来
歴
、
夷
賊
征
伐
之
根
源
候
歟

之
間
、
当
時
可
C

被
二

興
行
一

之
条
、
相
二

叶　

聖
代
之
佳
躅
一

候
歟
、
且
又
諸

社
祭
礼
等
累
年
懈
怠
之
儀
、
冥
慮 
難
側
候 
、
為
二　

公
武
一

一
段
被
C

表
二

祈
謝

（
測
）

之
趣
一

候
者
、
早
可
C

帰
二

太
平
之
基
一

候
歟
、
愚
意
之
趣
、
以
二

便
宜
一

内
々

可
下

令
二

披
露
一

給
上

候
也
、
謹
言
、

　
　

三
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
判
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広
橋
大
納
言
殿

〔
五
〕「
二
条
太
閤
御
書
」

就
二

宗
源
之
斎
場
一

興
行
事
、
神
祇
官
解
状
内
々
加
二

一
見
一

畢
、
此
事
於
二

吾

国
一

奉
C

祭
二

天
地
神
霊
一

本
縁
候
歟
、
依
之　

神
武
之
昔
年
伐
二

四
海
之
凶
悪

主
一

、
天
下
大
治
給
候
訖
、
然
乱
来
、
四
度
官
幣
諸
社
祭
礼
等
退
転
已
以
及
二

歴
年
一

候
、
先
代
未
C

聞
次
第
候
、
当
時
於
二

彼
霊
場
一

被
二

祈
謝
一

候
之
条
、

且
者
王
道
之
根
元
、
明
時
之
佳
躅
候
哉
、
此
等
次
第
解
状　

奏
覧
之
次
、
愚

存
之
趣
、
内
々
可
下

令
二

披
露
一

給
上

候
哉
、
謹
言
、

　
　

三
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
判

広
橋
大
納
言
殿

　

右
の
〔
四
〕〔
五
〕
の
文
書
は
、
前
関
白
二
条
持
通
か
ら
宛
所
は
広
橋
権
大
納
言

綱
光
に
出
さ
れ
て
い
る
。
先
の
切
紙
伝
授
で
は
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
六
月
、
兼

倶
は
前
関
白
持
通
に
伝
授
し
て
お
り
、
以
前
よ
り
持
通
と
広
橋
綱
光
と
は
、
と
も
に

兼
倶
と
信
仰
を
通
し
て
親
交
が
あ
っ
た
。
年
号
は
確
認
で
き
な
い
が
、
文
明
五
年
四

月
の
綸
旨
〔
一
〕
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
明
五
年
三
月
三
日
と

五
日
の
も
の
と
み
て
よ
い
。〔
一
〕
の
右
中
弁
は
広
橋
綱
光
の
子
息
兼
顕
（『
弁
官
補

任
』
文
明
五
年
条
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
兼
倶
の
懇
願
は
、
兼
倶
の
伝
授
を
受
け
て

い
た
二
条
持
通
を
経
て
、
広
橋
綱
光
↓
兼
顕
へ
と
伝
え
ら
れ
た
。
兼
倶
は
「
神
祇
官

解
状
」
の
書
式
で
差
し
出
し
て
お
り
、
当
初
は
神
祇
官
に
お
け
る
機
能
、「
神
祇
権

大
副
」
の
地
位
を
活
用
し
、
吉
田
神
道
斎
場
所
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
〔
四
〕「
斎
場
事
」、〔
五
〕「
宗
源
之
斎
場
興
行
事
」
は
、
先
の
諏
訪
社
祈
願
文
の

「
神
祇
官
斎
場
所
」、
多
田
院
祈
願
文
の
「
神
祇
濃
斎
場
」
と
同
じ
場
所
で
あ
り
、

「
神
祇
斎
場
」
＝
斎
場
所
の
祈
祷
霊
場
の
興
行
を
目
的
に
、〔
一
〕
で
は
斎
場
所
神
斎

料
を
「
万
雑
一
芸
一
役
」
と
称
し
て
、
京
の
七
口
に
出
入
り
す
る
売
買
人
（「
武
家

奉
書
」
に
よ
れ
ば
、「
京
中
并
諸
口
出
入
売
買
諸
職
以
下
輩
、
各
以
諸
業
上
分
」
と

あ
�

か
ら
徴
収
す
る
こ
と
を
認
可
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
」
所
収
の
「
勅
裁
」
は
、
斎
場
所
の
創
建
、
神
殿

建
立
の
た
め
で
は
な
く
、
斎
場
所
興
行
の
た
め
の
神
斎
料
徴
収
目
的
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
従
っ
て
、
そ
の
創
建
は
文
明
五
年
四
月
以
前
で
あ
り
、
文
明
二
年
ま
た
そ

れ
以
前
創
建
説
が
伊
藤
聡
氏
の
右
史
料
紹
介
に
よ
り
補
強
さ
れ
た
。

　
〔
一
〕
の
綸
旨
発
給
に
あ
た
っ
て
、
兼
倶
か
ら
用
意
さ
れ
た
の
が
、
偽
作
の
「
嘉

暦
・
々
応
之
嘉
躅
」
の
〔
二
〕〔
三
〕
綸
旨
二
通
で
あ
り
、
兼
倶
が
本
格
的
に
公
文
書

偽
造
に
手
を
染
め
た
時
と
推
定
さ
れ
る
。
公
家
・
朝
廷
を
も
欺
く
偽
文
書
の
制
作
と

そ
の
成
功
は
、
吉
田
神
道
を
公
的
性
格
へ
近
づ
け
る
効
果
を
も
っ
た
。
策
謀
家
兼
倶

の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
、
各
種
の
偽
書
・
偽
作
が
重
ね
ら
れ
、
大
神
宮
の

神
器
が
吉
田
山
に
降
臨
し
た
と
さ
れ
る
延
徳
密
奏
事
件
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

　

文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
十
一
月
日
「
神
道
長
兼
倶
言
上
」
の
「
神
祇
斎
場
万
雑

一
芸
一
役
事
」
に
は
、「
文
明
五
年
被
C

下
二　

勅
裁
一

、
致
二

神
事
興
行
一

之
処
、
一

廻
中
西
陣
忽
令
二

帰

�
と
あ
る
。「
勅
裁
」
に
よ
る
神
斎
料
徴
収
の
意
図
が
、
文

明
の
京
中
動
乱
、
西
軍
の
鎮
定
祈
願
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

斎
場
所
の
様
態
に
つ
い
て
は
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）「
吉
田
預
兼
倶
三
位
陣

屋
」
の
隣
に
「
件
兼
倶
三
位
旅
店
東
、
近
年
建
二

立
斎
場
所
一

、
□
諸
神
、
其
前
立
二

黒
木
鳥

�
と
あ
り
、「
諸
神
」
の
鎮
座
が
確
認
で
き
る
。
斎
場
所
は
〔
一
〕「
天
神

地
祇
八
百
万
神
、
六
十
余
州
三
千
一
百
卅
二
神
、
毎
日
降
臨
之
霊
場
」、〔
四
〕「
天

地
諸
神
降
臨
之
霊
場
」
と
、
天
神
地
祇
・
延
喜
式
内
社
三
一
三
二
座
の
神
々
の
降
臨

地
、
勧
請
所
で
あ
り
、「
毎
日
降
臨
」
す
る
特
別
の
霊
場
と
さ
れ
る
。

　

現
存
す
る
吉
田
神
社
境
内
に
鎮
座
す
る
斎
場
所
の
建
物
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇

一
）
淀
君
の
寄
進
に
よ
る
創
建
と
さ
れ

�
そ
れ
以
前
、
現
在
地
の
神
楽
岡
に
そ
の

結
構
が
完
成
し
た
の
は
、
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
十
一
月
二
十
四
日
の
遷
座
祭

で
あ
っ
た
。
斎
場
所
は
八
角
形
の
太
元
宮
を
中
心
に
、
伊
勢
内
外
両
宮
、
神
祇
官
八

神
殿
、
全
国
式
内
諸
神
の
殿
舎
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
こ
の
造
営
に
協
力
し
た
の
が

日
野
富
子
で
あ
る
。

（　

）
２８る
）

（　

）
２９伏  
」

　
  
一

（　

）
３０井  
」

  　

一

（　

）
３１る
。

［吉田兼倶と吉田神道・斎場所］……岡田莊司
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文
明
十
六
年
斎
場
所
再
興
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
年
代
、
吉
田
家
の
調
査

に
入
り
、
貴
重
な
吉
田
家
史
料
を
実
見
さ
れ
た
宮
地
直
一
に
よ
り
「
霊
夢
記
」
が
紹

介
さ
れ

�
以
後
、
こ
の
記
録
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
伊
藤

�
の
ほ
か
に
は

な
く
、
と
も
に
史
料
の
原
文
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
に
全
文
を
掲
げ
る
。

　
「
兼
致
朝
臣
御
筆
」
と
あ
る
「
霊
夢
記
」

�
は
、
文
明
十
六
年
斎
場
所
建
立
に

際
し
て
伊
勢
両
宮
鎮
座
の
経
緯
が
確
認
で
き
る
。

文
明
十
六
年
八
月
廿
二
日
、
今
暁
、
霊
夢
ノ
瑞
ア
リ
、
仮
令
、
兼
倶
神
道
行
事

ノ
為
ニ
、
斎
場
所
ニ
参
ス
ル
処
ニ
、
神
壇
神
楽
岡
ノ
上
ニ
ア
リ
、
当
時
斎
場
所

ノ
在
所
、
希
有
ノ
思
ヲ
成
テ
、
高
座
ヲ
見
ル
処
ニ
、　

主
上
帛
御
服
ニ
テ
女
房

一
人
天
蓋
ヲ
差
テ
供
奉
ス
、
件
高
座
ニ
着
御
、
其
脇
ニ
素
絹
ノ
衣
ヲ
着
タ
ル
法

師
一
人
ア
リ
、
兼
倶
謹
テ
平
伏
ノ
処
ニ
、
件
法
師
語
云
、
我
ハ
是
空
海
ト
云
者

ナ
リ
、
両
太
神
宮
忽
此
山
ニ
降
臨
ア
リ
、
所
以
者
何
ナ
レ
ハ
、
天
下
ノ
変
化
既

ニ
時
到
レ
リ
、
朝
家
ノ
廃
亡
ス
ヘ
キ
事
、
嘆
思
食
ス
故
ニ
王
城
ノ
咫
尺
ニ
降
臨

ア
リ
テ
君
ヲ
守
護
ア
ラ
ン
為
ノ
由
ヲ
被
二

告
申
一

、
依
之
只
今　

行
幸
ア
リ
テ

神
道
ノ
御
行
法
ア
リ
、
ソ
コ
ニ
候
ヘ
ト
ノ
勅
定
ソ
ト
被
C

申
ト
覚
ヲ
夢
ハ
則
サ

メ
ヌ
、　

同
月
廿
六
日
御
台
御
方
ヨ
リ
京
極
局
ヲ
以
テ
、
斎
場
所
ヲ
先
規
ノ
如

ク
建
立
ア
ル
ヘ
シ
、
則
現
脚
十
万
疋
御
寄
進
ア
リ
、
此
時
先
夜
ノ
瑞
夢
ヲ
存
合

者
也
、
同
卅
日
事
始
、
則
夢
中
ノ
在
所
ニ
建
立
畢
、

　

兼
倶
の
子
息
兼
致
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
「
霊
夢
記
」
に
は
、
兼
倶
が
見
た
夢
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
兼
倶
が
斎
場
所
に
参
詣
し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
は
神

事
の
服
で
あ
る
帛
御
服
の
姿
で
高
座
〈
タ
カ
ミ
ク
ラ
〉
に
着
く
と
、
空
海
が
現
れ
、

天
皇
守
護
の
た
め
伊
勢
大
神
宮
の
降
臨
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
天
皇
の
行

幸
が
あ
り
、
神
道
の
行
法
が
営
ま
れ
、
こ
こ
で
兼
倶
は
夢
か
ら
覚
め
た
。
こ
の
の
ち
、

日
野
富
子
の
寄
進
に
よ
り
、
八
月
三
十
日
造
営
始
が
あ
り
、
夢
に
出
て
き
た
斎
場
所

を
建
立
し
た
、
と
あ
る
。

　

夢
想
に
は
、
三
点
の
重
要
事
項
が
語
ら
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
伊
勢
両
宮
の
神
楽

岡
へ
の
降
臨
で
、「
朝
家
ノ
廃
亡
」
の
危
機
に
際
し
て
、
朝
廷
・
天
皇
守
護
の
意
向

（　

）
３２た
。

（　

）
３３
聡
氏

（　

）
３４
一
紙

を
表
明
し
た
も
の
と
い
え
る
。
第
二
は
、
斎
場
所
に
天
皇
行
幸
が
あ
り
、
天
皇
に
よ

る
「
神
道
ノ
御
行
法
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
。
朝
廷
祭
祀
の
多
く
が
終
焉
を
迎
え
る
な

か
、
兼
倶
は
天
皇
祭
祀
権
を
斎
場
所
に
吸
収
さ
せ
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
。
そ
し

て
第
三
に
、
僧
侶
と
し
て
著
名
な
空
海
に
託
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
。『
唯
一
神

道
名
法
要
集
』
に
は
、
両
部
習
合
神
道
に
関
す
る
問
答
で
、
最
澄
・
空
海
ら
の
神
道

を
大
師
流
神
道
と
い
い
、
弘
法
大
師
の
啓
白
文
（
太
神
宮
啓
白
文
）
を
引
い
て
い
る
。

仏
教
（
空
海
）
の
仲
介
を
受
け
る
こ
と
で
、
伊
勢
両
宮
を
加
え
た
斎
場
所
の
拡
大
建

設
の
意
義
が
確
保
さ
れ
た
。
兼
倶
は
、
仏
教
の
存
在
を
薄
め
た
と
は
い
っ
て
も
、
内

在
す
る
意
識
の
な
か
で
は
、
仏
教
の
姿
が
鮮
明
で
あ
り
、
夢
想
の
な
か
に
際
立
っ
て

空
海
が
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
宮
地
直
一
は
、
こ
の
第
三
の
空
海
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
一
切
を
伏

せ
て
い
る
。
宮
地
の
著
書
『
神
道
史
・
下
巻
（
一
）』
は
戦
後
の
刊
行
で
あ
る
が
、

東
京
帝
国
大
学
の
講
義
ノ
ー
ト
「
昭
和
十
六
年
度　

神
道
史
講
義
案
（
再
稿
）」
に

基
づ
い
て
お
り
、
戦
時
下
と
い
う
時
代
風
潮
の
な
か
で
、
仏
教
と
の
習
合
関
係
に
触

れ
る
こ
と
を
避
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
当
時
、
神
道
研
究
の
趨
勢
は
「
純
粋
神

道
」
を
志
向
し
、
神
道
の
学
問
は
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
実
証
的
学

問
を
希
求
し
た
宮
地
で
あ
っ
て
も
、
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
神
道
講
座
の
講
義
で

は
、
自
主
的
制
限
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

遷
座
の
前
日
に
出
さ
れ
た
綸
旨
は
「
宣
秀
五
位
蔵
人
御
教
書
案
」
に
収
録
さ
れ
て

い
�

「
斎
場
所
遷
宮
事
」（
朱
書
）

日
本
最
上
神
祇
斎
場
者
、
神
明
降
化
之
濫
觴
、 
□
□ 
勧
請
之
根
元
、
神
武
之
草

（
下 

界
）

創
、
吾
国
之
佳
躅
也
、
然
則
奉
二

安
神
代
霊
宝
一

、
受
二

天
照
太
神
詔
命
一

、
修

二

天
児
屋
根
尊
大
業
一

、
誠
是
神
国
第
一
之
霊
場
、
本 
□
□
□ 
之
斎
庭
乎
、
叡

（
朝 

無 

双
）

慮
尤
異
二

于
他
一

、
抑
明
日
遷
座
新 
□
□
□ 
殿
之
由
、
被
二

聞
食
一

畢
、
殊
可
C

（
造 

之 

宮
）

被
C

奉
二 
e 
天
下
安
全
一

、

１

 
□
□ 
再
興
者
、
依
二

天
気
一

上
啓
如
C

件
、

（
朝 

家
）

　
　

文
明
十
六
年
十
一
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
右
少
弁
宣
秀

（　

）
３５る
。
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謹
上　

神
祇
長
上
殿　

兼
倶
卿
也
、

此
文
章
、
嵯
峨
院
綸
言
云
云
、
度
々
綸
旨
同
C

前
、
兼
倶
卿
申
二

入
所
望
一

之
故

也
、
民
部
卿
奏
聞
内
々
被
C

仰
也
、
宿
帋
一
重
ニ
書
テ
、
加
二

礼
帋
一

、
立
C

帋

如
C

例
、

　

こ
の
綸
旨
発
給
も
兼
倶
の
強
い
所
望
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
民
部
卿
白
川
忠
富
が

こ
れ
に
協
力
し
て
い
る
。
吉
田
家
に
伝
来
し
て
き
た
秘
書
の
内
、
最
後
ま
で
吉
田
家

の
手
元
に
秘
蔵
さ
れ
、
手
放
す
こ
と
の
な
か
っ
た
史
料
に
、
後
陽
成
天
皇
宸
筆
「
吉

田
斎
場
記
」
が
あ
�

日
本
最
上
神
祇
斎
場
者
、
神
明
降
化
之
濫
觴
、
下
界
勧
請
之
根
元
、
神
武
之
草

創
、
我
国
之
佳
躅
也
、
然
則
奉
二

安
神
代
之
霊
宝
一

、
受
二

天
照
太
神
之
詔
命
一

、

修
二

天
児
屋
根
尊
之
大
業
一

、
誠
是
神
国
第
一
之
霊
場
、
本
朝
無
双
之
斎
庭
乎
、

慎
而
莫
C

怠
矣
、

　

こ
の
一
文
は
、
吉
田
斎
場
所
が
も
っ
と
も
霊
験
の
高
い
霊
場
で
あ
る
こ
と
を
示
し

た
吉
田
神
道
の
教
学
に
直
接
関
わ
る
重
要
秘
書
で
あ
り
、
文
明
十
六
年
綸
旨
に
既
に

同
文
が
確
認
で
き
る
。

　

兼
倶
に
お
け
る
神
道
説
の
具
現
霊
場
が
斎
場
所
で
あ
っ
た
。
一
方
の
吉
田
社
は
応

永
の
焼
失
以
後
、
再
建
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
っ
た
。
兼
倶
か
ら
二
十
二
社
の
一
つ
、

吉
田
社
復
興
へ
の
意
欲
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
祭
儀
と
し
て
の
二
十
二
社
奉
幣
の
再
興

に
お
い
て
、
そ
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

で
は
吉
田
社
と
斎
場
所
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。
以
下
、
関
連
史
料
を

掲
げ
た
い
。

○イ
 

『
宣
胤
卿
記
』
文
明
十
二
年
正
月
四
日
「
次
参
二

吉
田
社
一

、
当
社
未
C

被
C

造
、
奉
二

安
斎
場
所
一

、
両
段
再
拝
、
斎
場
所
分
又
両
段
再
拝
」（
翌
年
正
月
四
日
も
ほ
ぼ
同

文
）　

○ロ
 

『
宣
胤
卿
記
』
文
明
十
二
年
十
二
月
二
日
「
参
二

詣
吉
田
社
一

、
社
頭
乱
後
未
C

立
、
勧

二
請
斎
場
所
一

」　

○ハ
 

『
宣
秀
御
教
書
案
』「
御
不
予
御
祈
事
、
一
七
ケ
日
殊
可
C

被
C

抽
二

精
誠
一

之
由
、

（　

）
３６る
。

仰
下
候
、
仍
上
啓
如
件
／
十
月
十
一
日　

権
右
少
弁
宣
秀
／
謹
上　

侍
従
二
位

殿
／
兼
倶
卿
也
、
時
斎
場
所
再
二

興
神
道
一

事
、
吉
田
社
未
二

造
立
一

、
仍
別
而

不
C

及
C

申
」

○ニ
 

『
宣
胤
卿
記
』
延
徳
元
年
正
月
八
日
「
次
吉
田
社
、
但
社
頭
、
乱
以
来
未
C

及
C

造
畢
、

神
体
御
二
坐
斎
場
所
一
也
」　

○ホ
 

『
宣
胤
卿
記
』
永
正
三
年
正
月
四
日
「
先
直
於
二

斎
場
所
傍
一

着
二

斎
服
一

、
借
二
用

兼
永
朝
臣
一

、
参
二

詣
斎
場
所
一

、
自
二
一
昨
夕
一
神
事
也
、
先
奉
二

拝
吉
田
大
明
神
一

、
乱

来
神
体
斎
場
所
内
奉
C

安
二
置
太
元
宮
一

、
両
段
再
拝
、
咒
文
等
有
C

之
、
先
読
C

祓
、
次
八

神
殿
、
次
両
宮
、
次
六
十
余
州
分
巡
礼
」　

　

右
に
よ
る
と
、
応
仁
の
焼
失
以
後
、
兼
倶
晩
年
の
永
正
ま
で
、
吉
田
社
は
再
建
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
神
体
は
斎
場
所
に
奉
安
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
兼
倶
は
二
十

二
社
の
一
つ
吉
田
社
の
復
興
よ
り
も
、
斎
場
所
の
存
在
を
優
先
さ
せ
、
こ
こ
に
公
家

の
関
心
を
引
き
付
け
る
こ
と
を
考
え
た
。
そ
れ
が
吉
田
社
未
造
営
と
神
体
の
太
元
宮

へ
の
奉
遷
で
あ
っ
た
。
藤
原
氏
人
が
吉
田
社
へ
参
詣
・
参
拝
す
る
と
き
、
斎
場
所
に

参
詣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
斎
場
所
が
吉
田
社
祭
祀
を
吸
収
し
た
と
い
え
よ

う
。
こ
の
こ
と
は
兼
倶
の
意
図
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
○ホ
 

に
よ
れ
ば
、
宣

胤
は
斎
場
所
に
入
り
、
太
元
宮
で
吉
田
社
神
体
と
太
元
宮
の
祭
神
に
参
り
、
八
神
殿
、

伊
勢
内
外
両
宮
、
全
国
の
諸
神
の
順
で
巡
拝
し
て
い
る
。
藤
原
氏
が
核
と
な
る
公
家

社
会
に
お
い
て
吉
田
社
参
詣
は
、
吉
田
社
神
体
の
斎
場
所
合
祀
に
よ
り
、
斎
場
所
が

新
た
な
信
仰
儀
礼
の
霊
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に
―
偽
作
と
秘
事
の
真
意

　

応
仁
以
後
、
多
く
の
公
事
は
退
転
し
た
。
四
方
拝
が
復
興
し
た
の
は
七
年
後
で

あ
っ

�
吉
田
神
道
の
成
立
は
、
兼
倶
が
応
仁
の
衝
撃
を
梃
子
に
、
文
明
の
初
め
に

構
築
を
図
る
。
そ
れ
は
応
仁
以
前
に
遡
る
も
の
で
は
な
い
。
文
明
前
半
期
と
文
明
後

半
期
と
で
は
、
兼
倶
の
吉
田
神
道
形
成
に
関
す
る
方
向
性
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。

（　

）
３７た
。

［吉田兼倶と吉田神道・斎場所］……岡田莊司
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文
明
の
前
半
期
、
兼
倶
は
着
々
と
偽
作
と
秘
事
化
を
重
ね
、『
中
臣
祓
』『
日
本
書

紀
神
代
巻
』
の
注
釈
、
講
義
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
吉
田
神
道
の
全
容
が
構
築

さ
れ
て
い
く
。
こ
の
時
期
、
公
家
・
武
家
社
会
へ
浸
透
し
て
い
く
こ
と
を
企
て
、
神

社
・
神
職
と
地
域
に
根
付
く
意
図
は
見
ら
れ
な
い
。

　

近
年
、
井
上
寛
司
氏
は
吉
田
神
道
の
全
体
構
造
を
解
析
し
た
上
で
、
新
た
な
視
点

に
よ
る
指
摘
が
出
さ
れ
て
い
る
。
井
上
氏
は
兼
倶
の
事
績
の
全
体
像
に
つ
い
て
、

「（
ａ
）
京
都
吉
田
神
社
に
お
け
る
全
国
三
千
余
社
の
式
内
社
の
祭
神
を
祀
る
斎
場
所

の
建
設
と
そ
こ
で
の
祭
事
、（
ｂ
）「
唯
一
神
道
」
と
い
う
名
の
新
た
な
祭
祀
・
儀
礼

と
教
義
体
系
の
創
出
、（
ｃ
）
そ
の
代
表
者
た
る
「
神
道
長
上
」・「
神
道
管
領
長
上
」

の
名
前
で
の
「
宗
源
宣
旨
」・「
神
道
裁
許
状
」
の
発
給
に
よ
る
全
国
の
神
社
・
神
官

の
組
織
化
」
の
三
点
を
挙
げ
ら
れ
�

井
上
氏
の
掲
げ
ら
れ
た
三
点
の
う
ち
、（
ｃ
）

の
神
社
・
神
官
の
組
織
化
は
時
期
が
遅
れ
、
神
道
裁
許
状
の
発
給
は
兼
倶
以
後
の
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
兼
倶
の
吉
田
神
道
形
成
期
は
（
ａ
）（
ｂ
）
の
二
点
が
柱
と

な
っ
て
い
る
。
宗
源
宣
旨
の
初
見
事
例
は
、
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
十
一
月
、

近
江
国
若
一
王
子
権
現
へ
大
明
神
号
を
奉
授
し
た
文
書
、
文
明
十
五
年
五
月
、
近
江

国
高
野
由
岐
志
呂
神
へ
大
明
神
号
を
奉
授
し
た
文
書
で
あ

�
以
後
、
兼
倶
は
十
数

件
発
行
し
て
い
る
。
神
道
裁
許
状
の
初
見
は
、
兼
満
の
代
、
大
永
七
年
（
一
五
二

七
）
二
月
、
三
河
国
設
楽
郡
河
路
村
一
宮
神
主
宛
文
書
と
さ
れ
�

　

早
い
時
期
か
ら
創
建
さ
れ
て
い
た
斎
場
所
に
は
、
全
国
の
天
神
地
祇
、
式
内
社
が

祀
ら
れ
て
い
た
。
井
上
寛
司
氏
は
「
神
社
史
・
宗
教
史
の
観
点
か
ら
の
研
究
に
お
い

て
も
、
例
え
ば
京
都
吉
田
社
に
全
国
三
千
余
社
の
祭
神
を
祀
る
こ
と
の
意
味
が
何
で

あ
っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
は
と
く
に
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な

�
と
批

判
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

先
の
〔
一
〕
綸
旨
に
記
さ
れ
た
「
日
本
最
上
神
祇
斎
場
者
、
天
神
地
祇
八
百
万
神
、

六
十
余
州
三
千
一
百
卅
二
神
、
毎
日
降
臨
之
霊
場
也
」
と
あ
る
、
毎
日
降
臨
す
る

神
々
の
霊
場
は
、
古
代
神
祇
祭
祀
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
神
祇
官
常
設
の
場
に
は
存
在

で
き
な
か
っ
た
。
天
皇
祭
祀
権
の
制
限
を
乗
り
越
え
、
形
骸
化
し
た
と
は
い
え
官

（　

）
３８た
。

（　

）
３９り
、（　

）
４０る
。

（　

）
４１い
」

社
・
式
内
社
に
直
接
介
入
を
図
っ
た
の
が
兼
倶
で
あ
る
。

　

な
ぜ
全
国
の
神
々
を
一
箇
所
に
収
容
す
る
霊
場
を
創
作
し
た
の
か
。
古
代
の
式
内

社
は
祝
部
等
の
班
幣
祭
祀
が
行
わ
れ
、
一
堂
に
全
国
の
諸
神
勧
請
祭
祀
を
行
う
例
は

な
い
。
全
官
社
の
神
々
が
毎
日
降
臨
と
い
う
状
況
は
異
例
で
あ
る
。

　

古
代
以
来
、
天
皇
の
直
接
祭
祀
は
不
文
の
法
と
し
て
制
限
が
加
え
ら
れ
て
き
た

�

こ
こ
に
兼
倶
の
行
動
は
、
こ
れ
ら
の
制
限
を
一
掃
し
、
新
た
な
神
道
理
解
が
構

想
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
夢
想
の
な
か
で
、
兼
倶
が
見
た
、
斎
場
所
に
行
幸
し
、
帛

御
袍
を
着
て
「
神
道
ノ
御
行
法
」
を
務
め
る
後
土
御
門
天
皇
の
姿
は
、
斎
場
所
が
天

皇
祭
祀
の
代
行
行
為
の
場
と
な
る
こ
と
を
兼
倶
が
希
求
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

吉
田
斎
場
所
は
、
官
社
に
よ
る
古
代
祭
祀
の
継
承
を
意
図
し
、
全
国
の
式
内
社
を

吸
収
し
た
上
で
、
伊
勢
神
道
を
引
き
継
ぎ
、
兼
倶
創
作
の
太
元
尊
神
を
主
祭
神
に
据

え
、
こ
の
場
を
天
皇
祭
祀
の
場
と
し
て
公
認
さ
せ
る
た
め
に
、
伊
勢
両
宮
の
降
臨
を

す
す
め
た
。
そ
し
て
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
兼
見
の
代
に
は
、
再
び
斎
場
所
に

神
祇
官
八
神
殿
が
加
わ
り
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
以
降
は
、
斎
場
所
が
神
祇

官
代
と
し
て
伊
勢
遷
宮
一
社
奉
幣
、
由
奉
幣
の
発
遣
場
所
と
な
り
、
兼
倶
の
意
図
し

た
構
想
は
、
近
世
初
頭
に
至
り
、
よ
う
や
く
完
成
を
見
�

　

吉
田
神
道
の
形
成
に
お
い
て
偽
作
の
効
果
は
大
き
か
っ
た
。
兼
倶
は
公
的
文
書
を

偽
作
し
、
偽
書
・
偽
経
を
数
多
く
作
り
、
常
に
堂
々
と
し
た
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
迷
い
が
な
い
。
そ
の
自
信
は
何
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
兼
倶

創
作
の
秘
事
は
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
禅
僧
景
徐
周
麟
に
授
与
し
た
中
臣
祓
講

釈
（『
中
臣
祓
聴

�
の
中
で
吐
露
し
て
い
る
。「
神
ノ
徳
ハ
目
ニ
ハ
ミ
エ
ヌ
ソ
、

其
々
ノ
上
ニ
現
ソ
、
神
ト
云
ハ
心
ソ
、
道
ハ
行
ソ
、
神
道
ハ
人
々
ノ
心
ノ
上
ニ
、
ヲ

コ
ナ
ウ
ソ
、
秘
事
ハ
無
ケ
レ
ト
モ
、
信
サ
セ
ウ
ト
テ
秘
ス
ル
ソ
」
と
解
説
し
、
神
道

理
解
と
信
仰
体
系
化
へ
の
本
音
が
簡
潔
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

講
釈
の
前
年
（
延
徳
元
年
）、
兼
倶
は
皇
大
神
宮
の
神
器
が
吉
田
山
へ
降
臨
し
た

と
い
う
延
徳
の
密
奏
事
件
を
起
こ
し
、
斎
場
所
へ
「
秘
事
」
の
取
り
込
み
を
図
っ
た
。

度
々
の
公
家
社
会
を
も
欺
く
秘
事
の
創
成
を
経
て
、
文
明
後
半
期
以
降
、
兼
倶
の
吉

（　

）
４２が
、

（　

）
４３た
。

（　

）
４４書
』）
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田
神
道
は
、
地
域
神
社
と
の
繋
が
り
を
深
め
、
神
社
界
の
棟
梁
と
し
て
「
神
道
長

上
」
家
の
地
位
を
確
定
し
て
い
っ
た
。

　
�

　（
１
）　

吉
田
神
道
体
系
の
概
要
に
つ
い
て
は
、『
国
史
大
辞
典
』
十
四
巻
所
収
（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
三
年
）「
唯
一
神
道
」（
岡
田
執
筆
）
の
項
。
な
お
、
同
項
の
「
斎
場
所
も
、
そ
の
前
身

の
斎
場
が
、
左
京
室
町
の
兼
倶
邸
内
に
、
文
明
五
年
以
前
に
創
建
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
る
の

は
、
再
録
の
『
神
道
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
「
文
明
の
初
め
こ
ろ
に

は
創
建
さ
れ
て
い
た
」
に
改
め
た
。

（
２
）　

江
見
清
風
「
唯
一
神
道
論
」（『
神
道
説
苑
』
明
治
書
院
、
一
九
四
二
年
）、
宮
地
直
一
『
神

道
史
・
下
巻
（
一
）』
理
想
社
、
一
九
六
三
年
。
江
見
清
風
は
「
其
の
神
道
の
組
織
全
く
成
り

て
、
公
に
之
を
唱
道
せ
し
は
、
其
の
神
道
の
本
拠
た
る
斎
場
所
建
立
の
時
に
始
る
と
云
は
ざ

る
可
か
ら
ず
。
而
し
て
其
の
建
立
は
（
略
）
文
明
十
六
年
に
在
り
と
せ
ば
、
是
を
以
て
其
の

神
道
創
設
の
時
代
と
定
む
べ
し
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
吉
田
神
道
に
お
い
て
、
神
道
説
形
成
と

斎
場
所
の
創
建
と
を
直
結
さ
せ
た
理
解
は
卓
見
と
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
斎
場
所
の
創
設
を

文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
に
特
定
さ
れ
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。

（
３
）　

久
保
田
収
『
中
世
神
道
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
一
九
五
九
年
、
西
田
長
男
『
日
本
神
道

史
研
究
』
第
五
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
九
年
、
萩
原
龍
夫
『
増
補
版
・
中
世
祭
祀
組
織
の
研

究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
福
山
敏
男
『
神
社
建
築
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
八
四
年
。

（
４
）　

出
村
勝
明
「
吉
田
神
道
の
成
立
」（『
神
道
史
研
究
』
二
十
一
巻
五
号
、
一
九
七
三
年
）
は

じ
め
諸
論
は
、『
吉
田
神
道
の
基
礎
的
研
究
』
神
道
史
学
会
、
一
九
九
七
年
、
収
録
。
な
お
、

出
村
氏
著
書
の
研
究
史
に
も
指
摘
の
あ
る
と
お
り
、
以
下
の
吉
田
神
道
関
係
の
拙
論
は
出
村

氏
の
研
究
に
刺
激
を
受
け
て
き
た
。
岡
田
莊
司
『
吉
田
叢
書
』
第
五
巻
「
日
本
書
紀
神
代
巻

抄
解
題
」（
京
都
・
吉
田
神
社
、
一
九
八
四
年
）、
同
『
神
道
大
系
・
中
臣
祓
註
釈
』「
解
題
」

（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
）、
同
『
神
道
大
系
・
卜
部
神
道
下
』「
解
題
」（
神
道
大
系

編
纂
会
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

（
５
）　

伊
藤
聡
「
文
明
五
年
以
前
の
吉
田
兼
倶
の
斎
場
所
―
特
に
そ
の
創
建
時
期
を
巡
っ
て
」

（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
第
十
七
集
、
哲
学
・
史
学
編
、
一
九
九
二

年
）、
同
「
吉
田
斎
場
所
の
由
緒
の
偽
作
に
つ
い
て
」（『
東
洋
哲
学
論
叢
』
創
刊
号
、
一
九
九

二
年
）、
同
「
唯
一
神
道
と
吉
田
兼
倶
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
七
七
五
、
一
九
九
五

年
）。

（
６
）　

岡
田
莊
司
「
吉
田
卜
部
氏
の
成
立
」「
吉
田
卜
部
氏
の
発
展
」（『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭

祀
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
年
）。

註

（
７
）　
『
吉
田
家
日
次
記
』
応
安
四
年
十
二
月
二
十
五
日
条
。

（
８
）　
『
師
郷
記
』
永
享
五
年
十
月
二
十
四
日
条
。

（
９
）　
『
康
富
記
』
文
安
四
年
九
月
十
一
日
条
。
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
兼
敏
を
兼
倶
に
改
め
る
。

（　

）　
『
康
富
記
』
宝
徳
元
年
五
月
十
五
日
条
。

１０
（　

）　
『
康
富
記
』
宝
徳
元
年
十
二
月
二
十
五
日
条
。

１１
（　

）　
『
斉
藤
親
基
日
記
』
寛
正
六
年
八
月
十
五
日
条
。

１２
（　

）　
『
親
長
卿
記
』
補
遺
、
文
正
元
年
十
一
月
十
五
日
条
。『
斉
藤
親
基
日
記
』
文
正
元
年
十
一

１３

月
十
五
日
「
吉
田
神
主
斎
郡
江
州
坂
田
郡
下
向
、
平
野
神
主
兼
種
浄
衣
乗
馬
同
下
向
也
」、
同

年
十
二
月
十
七
日
「
悠
紀
・
主
基
斎
郡
、
於
二

吉
田
神
主
許
一

、
習
礼
在
C

之
」
と
あ
る
。

（　

）　
『
山
科
家
礼
記
』
応
仁
二
年
七
月
七
日
条
。

１４
（　

）　
『
山
科
家
礼
記
』
応
仁
二
年
七
月
九
日
条
。

１５
（　

）　

伊
藤
聡
「
唯
一
神
道
と
吉
田
兼
倶
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
七
七
五
、
一
九
九
五
年
）。

１６
（　

）　

久
保
田
収
「
吉
田
神
道
の
成
立
」（『
芸
林
』
八
巻
五
・
六
号
、
九
巻
一
号
、
一
九
五
七
・
五

１７

八
年
、
の
ち
『
中
世
神
道
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
一
九
五
九
年
）。『
中
世
神
道
の
研
究
』

四
二
五
・
四
二
六
頁
所
収
。

（　

）　

天
理
図
書
館
所
蔵
「
相
承
秘
抄
」（
吉
田
文
庫
六
五
―
三
一
六
、「
集
筆
」
十
六
巻
）。
兼
倶

１８

の
ほ
か
、
兼
致
・
兼
満
・
清
原
宣
賢
・
兼
右
・
兼
見
ら
の
自
筆
の
切
紙
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（　

）　

西
田
長
男
『
吉
田
叢
書
』
第
四
巻
「
中
臣
祓
・
中
臣
祓
抄
解
題
」
叢
文
社
、
一
九
八
四
年
。

１９
（　

）　

そ
の
成
果
は
、
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月
十
四
日
に
か
け

２０

て
、
兼
倶
は
十
六
回
に
わ
た
り
、「
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
」
を
後
土
御
門
天
皇
へ
進
講
し
、
吉

田
神
道
が
朝
廷
内
に
公
認
さ
れ
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
こ
の
講
義
に
三
十
二
名
の
公
家

と
僧
侶
一
名
が
陪
聴
し
た
。
皆
勤
は
海
住
山
高
清
、
中
御
門
宣
胤
、
神
祇
伯
資
益
王
、
白
川

忠
富
、
十
五
回
は
子
息
吉
田
兼
致
、
九
回
は
中
院
通
秀
、
八
回
は
甘
露
寺
親
長
な
ど
で
あ
る

（
原
克
昭
「『
日
本
書
紀
』
進
講
史
・
断
章
―
「
日
本
紀
の
家
」
盛
衰
記
―
」『
文
学
』
九
巻
三
号
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
参
看
）。『
宣
胤
卿
記
』
文
明
十
二
年
十
二
月
二
日
条
「
兼
倶
卿

宿
所
咫
尺
之
間
立
寄
、
賀
二

日
本
紀
御
談
義
一

参
事
、
対
面
相
語
云
、
神
拝
口
伝
事
、
諸
家
競

有
二

御
尋
一

、
然
此
六
七
十
年
以
来
一
向
無
二

被
C

問
事
一

、
諸
家
無
二

敬
神
一

歟
云
々
、
余
敬
神

異
二

于
他
一

、
以
来
次
可
C

授
云
々
、
則
口
伝
之
」
に
よ
れ
ば
、
中
御
門
宣
胤
ら
が
熱
心
に
吉

田
神
道
へ
傾
倒
し
て
い
っ
た
。

（　

）　

天
理
図
書
館
所
蔵
、
吉
田
文
庫
四
四
―
一
一
六
。

２１
（　

）　

出
村
勝
明
、
註
（
４
）
論
文
。

２２
（　

）　

渡
辺
世
驢
『
諏
訪
史
』
第
三
、
諏
訪
教
育
会
、
一
九
五
四
年
、
萩
原
龍
夫
、
註
（
３
）
著

２３

書
、
伊
藤
聡
「
文
明
五
年
以
前
の
吉
田
兼
倶
の
斎
場
所
―
特
に
そ
の
創
建
時
期
を
巡
っ
て
」

（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
第
十
七
集
、
哲
学
・
史
学
編
、
一
九
九
二

年
）。『
復
刻
諏
訪
史
料
叢
書
』
第
三
巻
。

（　

）　
『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
之
五
、
同
日
条
、
多
田
院
文
書
。

２４

［吉田兼倶と吉田神道・斎場所］……岡田莊司
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（　

）　
『
親
長
卿
記
』
文
明
五
年
五
月
一
日
条
。

２５
（　

）　

伊
藤
聡
、
註
（　

）
論
文
。
岡
田
は
旧
著
（『
吉
田
叢
書
』
第
五
巻
「
日
本
書
紀
神
代
巻
抄

２６

２３

解
題
」
京
都
・
吉
田
神
社
、
一
九
八
四
年
）
に
お
い
て
、『
親
長
卿
記
』
の
「
勅
裁
」
を
斎
場

所
の
建
立
の
こ
と
と
推
測
し
、
同
じ
く
『
親
長
卿
記
』
文
明
七
年
一
月
二
十
五
日
に
「
近
年
建

立
斎
場
所
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
斎
場
所
の
建
立
を
「
文
明
五
・
六
年
の
頃
と
推
定
さ
れ
る
」
と

述
べ
、『
国
史
大
辞
典
』
第
八
巻
「
太
元
宮
」（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
で
も
「
文
明

五
年
京
内
の
兼
倶
の
私
邸
内
に
造
ら
れ
」
と
論
じ
た
が
、
伊
藤
聡
氏
の
批
判
を
是
と
し
、
再

録
の
『
神
道
大
辞
典
』「
太
元
宮
」（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）
の
項
で
は
「
文
明
の
初

め
の
こ
ろ
に
は
京
内
の
兼
倶
の
私
邸
内
に
造
ら
れ
」
に
訂
正
し
た
。

（　

）　
「
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
」
勅
封
第
九
拾
五
番
ノ
五
（
住
吉
社
外
六
社
文
書
写
）。
宮

２７

内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。
閲
覧
に
際
し
て
、

高
田
義
人
氏
・
小
倉
慈
司
氏
の
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（　

）　
『
雅
久
宿
禰
記
』
文
明
八
年
六
月
七
日
の
前
条
（
六
日
か
）「
為
二

斎
場
所
一

、
吉
田
三
位
、

２８

神
役
諸
商
売
一
銭
宛
沙
汰
之
儀
、
不
C

及
二

違
乱
一

」
と
あ
る
。

（　

）　
「
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
」
第
九
十
六
甲
（『
大
日
本
史
料
』
八
編
之
九
）。

２９
（　

）　
『
親
長
卿
記
』
文
明
七
年
一
月
二
十
五
日
条
。

３０
（　

）　

福
山
敏
男
、
註
（
３
）
著
書
。

３１
（　

）　

宮
地
直
一
『
神
道
史
・
下
巻
（
一
）』
理
想
社
、
一
九
六
三
年
、
三
五
六
頁
。

３２
（　

）　

伊
藤
聡
、
註
（
５
）
一
九
九
五
年
論
文
。

３３
（　

）　

天
理
図
書
館
所
蔵
、
吉
田
文
庫
六
五
―
二
九
一
。

３４
（　

）　
「
宣
秀
五
位
蔵
人
御
教
書
案
」（『
大
日
本
史
料
』
八
編
之
十
六
）。
こ
の
ほ
か
、
北
野
天
満

３５

宮
所
蔵
本
、
国
立
公
文
書
館
本
を
披
見
し
た
。

（　

）　

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
。
箱
書
に
「
嵯
峨
天
皇
聖
記　

後
陽
成
天
皇
宸
翰
」
と
あ
る
。

３６

ほ
か
に
、
後
陽
成
天
皇
筆
「
三
社
託
宣
」、
吉
田
兼
倶
画
像
、
九
江
和
尚
画
像
な
ど
、
一
括
収

蔵
さ
れ
た
。「
三
社
託
宣
」
の
箱
蓋
裏
に
は
貼
紙
に
て
、

　
　
　

「
後
陽
成
院
震
筆

　
　
　
　
　

慶
長
二
年
八
月
十
二
日
拝
領　

兼
見

　
　

右
以
兼
見
卿
御
記
考
之
了　

兼
雄
」

　
　
　

と
あ
る
。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
八
月
、
吉
田
兼
見
に
「
三
社
託
宣
」
が
下
賜
さ
れ
た
。

『
兼
見
卿
記
』
の
記
載
（
そ
の
部
分
は
現
存
し
な
い
）
に
よ
り
、
吉
田
兼
雄
が
考
定
を
加
え
て

い
る
。「
吉
田
斎
場
記
」
も
慶
長
の
同
時
期
に
下
賜
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（　

）　
『
長
興
宿
禰
記
』
文
明
七
年
正
月
元
旦
条
に
「
今
日
、
四
方
拝
被
C

行
C

之
、
去
応
仁
二
年
以

３７

来
、
天
下
兵
革
中
、
大
小
公
事
停
止
之
処
、
被
C

行
C

之
、
珍
重
也
、
入
夜
節
会
被
C

略
、
被
C

行
二

平
座
一

、
是
又
乱
中
初
也
」
と
あ
る
。

（　

）　

井
上
寛
司
「
吉
田
兼
倶
と
「
唯
一
神
道
」
の
歴
史
的
位
置
」『
日
本
の
神
社
と
「
神
道
」』

３８

校
倉
書
房
、
二
〇
〇
六
年
。
現
在
、
斎
場
所
太
元
宮
は
吉
田
神
社
の
管
轄
下
（
末
社
）
に
あ

る
が
、
元
々
の
吉
田
社
と
斎
場
所
太
元
宮
と
は
区
別
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、「（
ａ
）
京
都
吉

田
神
社
に
お
け
る
」
と
あ
る
表
現
は
正
確
と
は
い
え
な
い
。

（　

）　

萩
原
龍
夫
、
前
掲
註
（
３
）
著
書
。

３９
（　

）　

井
上
智
勝
『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
。

４０
（　

）　

井
上
寛
司
、
註
（　

）
著
書
。

４１

３８

（　

）　

岡
田
莊
司
「
古
代
〜
の
法
制
度
と
神
道
文
化
―
天
皇
祭
祀
に
関
す
る
不
文
の
律
、
不
文
の

４２

法
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
四
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（　

）　

藤
森
馨
「
王
氏
の
終
焉
と
王
代
河
越
家
の
成
立
」（『
改
訂
増
補　

平
安
時
代
の
宮
廷
祭
祀

４３

と
神
祇
官
人
』
原
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）。

（　

）　
『
神
道
大
系
・
中
臣
祓
註
釈
』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
。

４４

（
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
〇
九
年
七
月
一
五
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
一
月
一
三
日
審
査
終
了
）
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In the late Middle Ages, Yoshida Shinto was established by Yoshida Kanemoto. It was in the first and second 

years of Bunmei (1469 and 1470), around the same time that the Shinto theory and saijo-sho, the religious facility, 

were established. Shinto theory and saijo-sho were constructed in a joint relationship. Up until Onin, Kanetomo 

was keen on deifying spirits in the court at the position of jingi-kan as a member of the Urabe family. However, 

owing to the turmoil of the Onin war, political operations and Shinto rituals were forced to backslide. In addition, 

Kanetomo encountered the destruction of his own residence and Yoshida Shrine by fire as well as a murder case. 

As such, he started to embark on a new understanding of Shinto.

Kanetomo steadily advanced a counterfeit of the Shinto theory and its concealment in the first part of the Bun-

mei Period. Based on research by Osamu Kubota and Nagao Nishida to date, it is now clear that Yoshida Shinto 

was established at the beginning of the Bunmei Period. However, credibility of the historical papers has not been 

sufficiently discussed. In particular, ‘Sogen Shinto seishi’ in “Nihongi-seigi” is an important historical paper that 

makes it possible to determine the establishment of Yoshida Shinto. For this reason, I have examined initiation 

documents included in the paper, together with their credibility. Kanetomo, who became a “virile age” at the be-

ginning of Bunmei, overcame difficulties at Onin and established a new Shinto theory by writing the ‘seishi’. ‘Sei-

shi’ was the confirmation of his own intention.

Together with the construction of the Shinto theory, saijo-sho was also constructed in the early days of the 

Bunmei Period. Enshrined there from the beginning were the deities of about three thousand official shrines 

across the country listed in engi-shiki ordained in ancient times. Going as far as creating a counterfeit, Kanetomo 

obtained the authentification for this by official documents. Here we can see a bold move by Kanetomo to deceive 

even the noble society. The creation of saijo-sho meant the end of traditional worship since ancient times. At the 

same time, most worship of the Imperial court faced cessation here. After fabrication of the secret by frequently 

deceiving noble society, Kanetomo’s Yoshida Shinto deepened its connection with regional shrines from the latter 

half of Bunmei, and established the position of “Shinto chojo” family as the leader in the shrine world.

Key words: Yoshida Kanetomo, Yoshida Shinto, saijo-sho, Nihongi seigi, counterfeit

Yoshida Kanetomo and Yoshida Shinto/Saijo-sho 
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